
奈良県立ろう学校 特別支援部
２０２４年度 ４月号

新年度がスタートしました。今年もよろしくお願いします。

相談・支援の対象

本校の特別支援部は聴覚障害教育のセンター校として、県内に在籍する聴覚障害幼児児童生徒や
関係する方々を対象に、様々な支援を行っています。担当の先生方と連携をはかりながら一人ひとりに
合った支援が行えるよう努めていきたいと思います。
以下に支援内容等を紹介しています。

・奈良県内の保育園、幼稚園、小中高等学校に在籍している聴覚障害を有する乳幼児
から高校生
・聴覚障害児・者が在籍する学校園

相談・支援内容

◎補聴相談
聴力の測定やことばのききとり検査などの結果から、子どものきこえの状況を把握し、それに
合った補聴機器の効果的な活用方法や教室の音環境整備などについての相談に応じています。

◎教育相談
「きこえない・きこえにくい」ことが子どもにとって学校生活に与える影響は大変大きいものがあ
ります。乳幼児から高校生まで教育相談に応じ、必要な情報提供を行っています。また学校訪問
の上、実際の子どもの様子を見ながら助言させていただくことも可能です。

（主な相談内容）
本人のきこえの状況、周りの子どもの障害理解促進、障害認識、情報保障
（補聴援助システム 、要約筆記等）、コミュニケーション方法、言語指導や発音指導、
学習支援など。

◎教員研修・障害理解授業支援
本校教員が学校訪問し、教員研修および障害理解授業支援を行います。

◎聴覚障害教育担当者研究会
年に２回、５月２３日（木）、８月６日（火）担当者研究会を開催しています。
保育園、幼稚園、小学校、中学校、高校で聴覚障害を持つお子さんを担
当している先生方に集まっていただき、講演会や情報交換会を行ってい
ます。特に情報交換会では、互いの取り組みについて話していただき、
先生方同士がつながれる場として大変意義があるものとなっています。
ぜひご参加ください。

◎情報紙『つながり』の発行
・聴能部が発行している「音・きこえのノート」と一緒に郵送、またはメール配信します。詳細は同封
いたしました「情報紙の送付について」をご覧ください。



「きこえにくい子に合った支援方法を知りたい」「子どものきこえの状況を把握したい」「子どもは、ど
んな時に困難さを感じている？」など、お聞きになりたいことや相談したいことがありましたら、いつでも
ご連絡ください。一緒に子どもたちへの支援を考えていきましょう。

奈良県立ろう学校
〒639-1122 大和郡山市丹後庄町456

（相談窓口）特別支援コーディネーター 吉田 智美
TEL ：0743-56-2921    FAX ： 0743-56-8833
Mail： rou-s-info@e-net.nara.jp（学校代表）

幼稚部
冨野 真依子
(とみの まいこ)

高等部
山川 未那巳

（やまかわ みなみ）

高等部
三上 環

（みかみ たまき）

特別支援部員のメンバーです。よろしくお願いします。

今年度も会報紙やメール配信等を通して皆様に情報提供ができるように工夫をし
ていきたいと思っています。（補聴教育相談は通常通り受け付けております。）
もしご不明な点、支援について詳しく知りたいことなどがありましたら、本校までお気軽にお問い合わ
せください。どうぞよろしくお願いいたします。

【年間予定】＊日程等変更になることもあります。その場合はその都度お知らせさせて頂きます。

５月２３日（木） 第1回聴覚障害教育担当者研究会 PM （本校）

７月２２日（月）きらきら☆なかよし交流会
（県内のきこえない・きこえにくい小学生の交流会）

７月23日（火）～30日（火）夏の補聴相談

８/ ６（火） AM 「それゆけ！中高生」企画（本校）
県内のきこえない・きこえにくい中高生の学習会＆交流会

PM 第２回聴覚障害教育担当者研究会 PM （本校）
令和７年
３月２１日（金）～２８日（金）春の補聴相談

教育相談も兼ねていますので、担当の先生
もぜひ同行して頂き、学校での様子なども
お聞かせください。

特別支援
コーディネーター

吉田 智美
(よしだ ともみ)

中学部
山崎 明子

(やまざき あきこ)

小学部
井上 大嗣

(いのうえ だいし)

特別支援部長
小学部
大倉 佐知

(おおくら さち)
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